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連携した結果に対する意見または評価：

当初は作業に慣れない様子もありましたが、現在は業務にも慣れ、安定して作業を行っていただいています。

不明点についても都度確認いただけており、安心して業務をお任せできる状況です。

今後連携強化に向けた課題：

利用者の能力に応じて、対応できる業務の幅が広がることを期待しています。

作業内容は、お弁当の盛り付け業務であり、

種類ごとに配置が異なるため、見本写真を用いて

作業手順の統一を図りながら対応している。

また、職員の見守りのもとで作業を行うことで、

安定した業務遂行につながっている。

連携先の企業等の意見または評価

電話番号 098-996-7211

活動場所:

902-0078　沖縄県那覇市識名1102-35 ハイライズK

実施日程:令和5年9月〜現在

実施した生産活動・施設外就労の概要

お弁当の盛り付け業務がメイン

利用者数:4名

地域連携活動の狙い：

地域企業との業務連携を通じて、利用者に実践的な就労機会を提供し、安定した生産活動の確保お

よび事業所の収益基盤の強化を図ることを目的とする。

また、実際の業務環境の中で作業スキルや職業意識を身につけることで、一般就労を見据えた実践

的な人材育成につなげる。

地域にとってのメリット：

地域の事業者においては慢性的な人材不足が課題となっており、安定した労働力の確保が求められ

ている。本連携により、継続的に人材を供給することで業務の安定化および生産性の向上に寄与す

るとともに、地域内での雇用循環の形成に貢献する。

実施した結果：

地域企業との連携により、継続的な業務機会を確保することができ、生産活動の安定化につながっ

ている。また、現場での実務経験を通じて、作業精度や業務理解が向上し、業務への主体性および

責任感の醸成が見られる。さらに、受託業務に対する評価を得ることで、継続的な受注にもつなが

り、事業所としての収益基盤の強化に寄与している。

課題点：

一部の作業においては品質および作業効率にばらつきがあり、安定した成果物の提供に向けて支援

員の関与が必要な状況である。

今後は、利用者ごとの作業能力や適性を把握・可視化し、業務の適切な配置および役割分担を行う

ことで、全体の生産性および品質の向上を図る。

連携先企業名 合同会社Comolabo 担当者名 与那覇 博幸

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 就労継続支援A・B多機能型事業所 Work Game

住　所 沖縄県那覇市真地173-12

4710101751

吉村　光司

令和 7 年度

様式１


